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　立正大学社会福祉学部社会福祉学科教授であられる鷲尾祐喜義先生は，立正大学の専任教員
としての身分を，大学の規定に基づいて定年という形で立正大学をご退職になられる。先生の
お生まれは1939（昭和14）年12月21日で，めでたく満70歳の古希を迎えられた。古希を迎えら
れたことはお目出度いことであるが，先生が大学を去られることは，大学に残る我々にとって
は寂しいこと限りがない。
　鷲尾先生は，社会福祉学部の前進である立正大学短期大学部に1980年4月に着任され，その
後の1998年に，設立間もない現在の社会福祉学部社会福祉学科の教授として移籍され，現在に
至っている。先生は立正大学に30年間おられたことになり，そのうち短期大学部に18年間，社
会福祉学部に12年間を数えることになる。
　先生の専門は法律学とくに少年法であり，先生は日本国憲法の護憲論者である。日本国憲法
を通して国際情勢を感じ，日本の政治・経済・社会の状況を考えられてきておられる。この先
生の考えに対して，学生がどのくらい答えられるのかが課題であろう。
　少年法のなかで，先生の少年非行問題に関する論文には数多くの著作があげられる。先生
は，最近のマスコミをにぎわす少年非行には20年以上も前からその傾向を憂い，多くの論文を
執筆している。また，現在顕在化しているいじめ問題にも関心を持たれ，その出現性を予測し
てこられた。
　先生は，短期大学部では1980年に当時の社会科に専任講師として着任され，1983年には新設
の社会福祉科に所属移籍された。最：初に着任された当時の短期大学部は，社会科と聖経科の2
科からなり，それも二部課程のみの短期大学部であった。立正大学短期大学部の歴史は三つの
時期に区分され，先生が着任された短期大学部は第1期であった。ちなみに，第1期の短期大
学部は大崎校舎時代で，1971年までの時期（大崎・熊谷併設時期を含む）である。1967年に熊
谷に開設された第II期の末期に着任された先生は，教育・研究環境の是正のために教員組合を
結成され，その委員長となって学校法人との度々の協議を重ねられ，短期大学部発展の基礎を
作られてきた。その後の1983年には短期大学部の発展改組に伴って社会福祉科に着任された
（第皿期短期大学部）。このときもしばらくは教員組合の委員長として新しい短期大学部を見
守ってこられた。この発展改組をした短期大学部は，社会福祉科と商経科と幼児教育科との3
科からなり，それぞれの3科が一部と二部の課程を有していた。短期大学部は1986年に臨時定
員増を迎え，この臨時定員増は短期大学部の最後まで続くことになる。いわゆる立正短期大学
部の全盛時代である。
　短期大学部時代の後半には，短期大学部将来構想委員会の委員長として，当時の我々若手教
員を引っ張っていただき，委員会教員による各種資料の収集や分析活動，他大学見学，学内に
おける会議，ときには学外での合宿討論にリーダーシップをとっていただいた。この将来構想
委員会の成果は直接的には現在に生きていないが，その精神は短期大学部の改組に伴う現在の
社会福祉学部の設立に至っている。
　鷲尾先生は，短期大学部の特色として，海外に目を向ける必要があることを力説しておら
れ，社会福祉科で実施された一連の海外社会福祉研修の基礎をつくられ，ご自身も社会福祉科
が初めて実施した1991年3月のハワイ州社会福祉研修や，同年9月のヨーロッパ社会福祉研修
に他の教員とともに学生を引率して渡航されている。この海外社会福祉研修は，アメリカ本土
やヨーロッパに行ったりして，短期大学部社会福祉科の最後まで継続され，社会福祉学部に
なってからの空白もあるが，現在の社会福祉学部に引き継がれている。
　また，語学研修の必要性も説かれ，1993年2月下旬にはニュージーランドのインバーカーギ
ル市にあるサウスランド工科大学（SIT）にも，立正大学短期大学部の代表として他の教職員
2人置ともに立正大学人として初めて行かれている。ちなみに，インバーカーギル市が選ばれ
たのは熊谷市の姉妹都市であった所以で，当時，立正大学大崎校含の位置する品川区がアメリ
カメイン州サザンメイン市と姉妹都市になっており，大学がサザンメイン大学（USM）と語
学研修を提携していることから，熊谷校舎の代表として熊谷市の姉妹都市を選んだことによる
ものである。このSIT語学研修は，現在の社会福祉学部に引き継がれて継続されてきた（地球
環境科学部と共催）が，2010年からは立正大学全体としての研修になることになっている。
　その後，鷲尾先生は短期大学部から社会福祉学部に移籍し，1998年から今日に至っている。
この社会福祉学部は1996年に設立され，立正大学で6番目の学部である。社会福祉学部は上記
にも記載しているように短期大学部の改組によるもので，短期大学部社会福祉科が社会福祉学
部社会福祉学科に，幼児教育科が人間福祉学科に改組転換したものである。なお，短期大学部
商経科は地球環境科学部に学生定員を1998年に移行している。先生は，社会福祉学部に移って
から今回の定年を迎えるまでの12年問のなかで，立正大学ラグビー部長や社会福祉研究所長を
歴任されている。
　立正大学ラグビー部は，野球部およびサッカー部とともに学園理事長のもとにある立正大学
特別強化クラブの一つで，ラグビー部長はフロントの役割を担うものである。特別強化クラブ
制度は社会福祉学部の設立された1986年に制定され，社会福祉学部は設立当初からラグビー部
の引受学部として部長を出してきた。部長としてのフロント業務は，監督・コーチ・学生部員
と，大学執行部・学部・教員との間に入っての多忙な業務で，ラグビー本来の業務とともに学
生の生活・カリキュラム面等と，多種多彩な業務が待っており，先生はこれをこなしてこられ
た。
　ラグビー部長としての鷲尾先生は，前任の矢島先生（元社会福祉学科教授）から引き継
ぎ，2000年4月から2008年3月までの8年間を務められてきた。先生がラグビー部長になられ
た時のラグビー部は，関東大学リーグ戦2部で戦っていたが，2004年の入れ替え戦で拓殖大学
に勝利し念願の1部入りを成し遂げた。この後，2007年に入れ替え戦で日本大学に敗退して2
部降格となり，ラグビー部は現在に至っているが，先生の部長としての大役は他の者で推し量
られることができない。
　社会福祉学部での鷲尾先生のご活躍はラグビー部のみでなく，立正大学大学院社会福祉学研
究科の重鎮としての重みも重要であった。先生は研究科設立後の2002年に研究科委員会のメン
バーとなり，社会福祉学と連携する法律学の視点から大学院生に多くの視野を与えてきた。大
学院研究科時代に先生から指導・指摘を受けた大学院生は，その示唆に感謝の思いを胸に深く
染みこませている。また，2008年4月からの立正大学社会福祉研究所長および立正大学社会福
祉学会副会長としての先生のご活躍も見逃すことが出来ない。所長および副会長としてのその
振る舞いには口数こそ少ないが，我々教員にとっての研究の必要性を無言で語っている面が感
じられる。教育も当然ながら，研究の必要性も感じるところである。
　最後に，鷲尾先生の立正大学および社会福祉学部・社会福祉学研究科・社会福祉研究所・ラ
グビー部に対するご功績に対しまして感謝し，先生のますますのご活躍を祈念するものであ
る。
　これからも，いつまでもお元気でご活躍されることを願っております。
